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レジストリ・レジストラ
関連状況報告

第70回ICANN報告会: 2024年7月25日
株式会社インターリンク

Jacob Williams
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ICANN80: Policy Forum (ポリシーフォーラム):  レジストリ・レジストラ関連

 GNSO: RySG Membership Meeting –（レジストリ部会） 
  2024年6月11日（火）10:45 - 12:15 CAT (1つのセッション)

 GNSO: RrSG Membership Meeting –（レジストラ部会）
  2024年6月 12日（水）09:00 - 12:15 CAT (2つのセッション)
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レジストリ部会 (RySG)

レジストリ部会の主要な話題

 新登録データポリシーの導入
 データ処理仕様 (Data Processing Specification)
 サイバーインシデントリポート (Cyber Incident Reporting)
 新gTLD関連：Standing Predictability Implementation Review 

Team (SPIRT) （割愛）

2024年6月11日（火）10:45 - 12:15 CAT (1つのセッション)
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レジストラ部会 (RrSG)

レジストラ部会の主要な話題

 RrSG選挙と ICANN理事会第13席選出について
 RrSGメンバーシップ費用のストラクチャー変更案
 Privacy/Proxyサービス認定プログラム
 ICANNコンプライアンスとDNSアビューズ関連
 Fraud / AGP (登録猶予期間) アップデート
 レジストラ間移管ポリシー （進捗）
 CPHでの新登録データポリシーのディスカッション

2024年6月 12日（水）09:00 - 12:15 CAT (2つのセッション)
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レジストリ部会 (RySG)

新登録データポリシーの導入

 機密性のためにCPのための非公開会議を複数開催する予定です。また、
ICANN81前にバーチャル会議を計画しています。

 レジストラはICANN側でそれぞれのレジストリの新登録データポリシー等をど

うにか管理して、データベースかにしてもらえないかという議論がありましたが、
レジストリは機密情報のため、拒否しています。

 トランジションの期間期間中にどうエスクローを対応するべきかが懸念
点でした。
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レジストリ部会 (RySG)

データ処理仕様 (Data Processing Specification - DPS)

 データ侵害責任の部分に関してICANNとの交渉の限界にあたり、最終版の
DPSが完了して、紹介されました。

 これからパブリックコメントが行われ、レジストリは各自に使用するか
を検討する必要があります。



7
https://interlink.or.jp

レジストリ部会 (RYSG)

サイバーインシデントリポート (Cyber Incident Reporting)

 ICANNコンプライアンスのジェイミー・ヘッドランド氏は、重要インフラのための
サイバーインシデント報告法（Cyber Incident Reporting for Critical 
Infrastructure Act (CIRCIA) とその影響についてディスカッションを設けました。

 レジストリとレジストラが、各国の規制の衝突を避けるために、ICANN内で報
告メカニズムを開発するべきかどうかについて議論しました。
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レジストラ部会 (RrSG)

RrSG選挙と ICANN理事会第13席選出について

 選挙の時期になってきましたので、新会長、事務担当副会長、技術担
当副会長、財務担当、GNSO評議会代表やNomCom代表を募集してい
ました。7月2日までオンライン投票がされていました。

 ICANN理事会第13席選出のプロセスが動き出しました。
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レジストラ部会 (RrSG)

RrSGメンバーシップ費用のストラクチャー変更案

 過去5年間で業界の統合により約15社のレジストラ会員が減少してきました。
 新レジストラのオブザーバー会員類を作る案が議論されまた。

- オブザーバー期間は6または12か月が提案されました。

- オブザーバーが普通の会員に切り替える場合、最初の年は割引料金
で提供する案。

 階層化された会員費用の設定案が紹介されました。
- ドメイン管理件数（DUM）に基づく料金が提案されています。



10
https://interlink.or.jp

レジストラ部会 (RrSG)

RrSGメンバーシップ費用のストラクチャー変更案

 現在の料金: 1,000ユーロ、次回請
求料金は1,100ユーロに増加する
予定。

 階層が多すぎ、高DUMのレジスト

ラに対する新しい特典がないという
意見もありました。
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レジストラ部会 (RrSG)

Privacy/Proxyサービス認定プログラム

 2015年の勧告が2016年に承認されたが、新個人データ保護法
（GDPRなど）と関連するICANNポリシーと矛盾していたため、数年保
留中でしたが、Privacy and Proxy Services Accreditation Issuesグルー
プが実施段階に入り、最初のIRT会議の実施と調整の決定がありまし
た。

 ICANNシステム内で未実施のポリシー決定を変更する定義されたプ
ロセスがありません。

 ポリシー導入を検討するチーム（Implementation Review Team (IRT))
は、レコメンデーションをレビューし、7月初旬に議論を再開する予定
しています。
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DNSアビューズアメンドメント

 ICANN Complianceは、新しいDNS悪用対策要件の施行に関する詳
細なレポートを公開し、これらは毎月更新される12か月ローリング
シリーズとして、専用のウェブページでご覧いただけます。 

 コンプライアンス案件の対応についてレジストラとICANNコンプライ
アンスは非公開の会議を行い、ICANNが受け取る苦情のバリデー
ションについて議論しました。

レジストラ部会 (RrSG)
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Fraud / AGP (登録猶予期間)

 AGPポリシーとはドメインテイスティング(試し登録)という問題を
回避するため、2009年に導入されたポリシーです。ドメイン名を
登録してすぐに廃止する数を制限するために存在しています。

     
 「新規登録の10%、または月50件のうちいずれか大きい方を超過した

ドメイン名はAGP中に削除しても返金されません。」

 2023年の夏から、RySGとRrSGは協力して現在のポリシーの改善点
を共有することにしていました。8月から、レジストラ・レジス
トリからの代表が会議を行って、AGP Limits Policyの変更点の議論
を開始しています。

レジストラ部会 (RrSG)
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Fraud / AGP (登録猶予期間)

レジストラ部会 (RrSG)

 不正なドメイン名の削除と返金に関してレジストラは未だレジストリと協
力するように努力しています。

 不正行為猶予期間が提案されました。
- 不正なドメインが30日間保留され、その後90日以上経過後に削除

される期間。

 リセラーモデルや、部分的な返金、ドメインの再度不正使用の防止、お
よび正当なユーザーの保護のフレームワーク検討が必要。
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レジストラ間移管ポリシー 

レジストラ間移管ポリシー （進捗） 

表：https://community.icann.org/pages/viewpage.action?pageId=164626481&preview=/164626481/356024336/GNSO_TPR_Project_Package_20240708.pdf
タイムライン：https://gnso.icann.org/sites/default/files/policy/2024/briefing/policy-briefing-icann80-transfer-policy-review-23may2024.pdf
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レジストラ間移管ポリシー 

レジストラ間移管ポリシー （進捗） 

Phase 1(a) Initial Report: https://itp.cdn.icann.org/en/files/inter-registrar-transfer-policy-irtp/transfer-policy-review-initial-report-21-06-2022-en.pdf

 ドメイン移管完了通知: 誤った移管を戻すた
めのプロセスの明確化が必要。

 TACおよびレジストラデータ変更通知: 検証
プロセスと通知テンプレートについて。

 移管に関する規定に関するポリシーの更新

 登録者データの変更の優先順位の明確化
の必要性。

 ICANN直後、Phase 1(a)初期レポートが公開
されました (6月16日)
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レジストラ間移管ポリシー 

レジストラ間移管ポリシー （進捗） 

https://community.icann.org/pages/viewpage.action?pageId=164626481&preview=/164626481/356024336/GNSO_TPR_Project_Package_20240708.pdf

 8月上旬：初期レポート

公開とパブリックコメント
募集開始。

• パブリックコメント期間
初期レポート公開は9月
末予定。



18
https://interlink.or.jp

レジストラ部会 (RrSG)

登録者データポリシー

- 導入期間:18ヶ月
1. ポリシー公開

      2. 6ヶ月のシステム準備期間
      3. 12ヶ月の導入期間
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レジストラ部会 (RrSG)

登録者データポリシー

 レジストラは各レジストリの移行計画の提出とその計画をどこかにデータベー
ス化することで、把握やすい方法のディスカッションが行われました。

 現在レジストラとレジストリの調整が行われており、スムーズな移行のために
TechOps会議を増やし、レジストラ部会内に情報を発信することになっていま
す。
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gTLD@interlink.ad.jp

お問い合わせ

Thank You
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